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は じめに

1954年 にビキニ環礁における水爆実験により,漁船第 5福竜丸の乗組員が放射能汚染 した “

死の灰 "を 浴び,死亡 した。この事件を契機に,核実験由来の降下 してくる放射性核種に備え

て放射能調査網の整備が行われた。農業環境技術研究所の前身である農業技術研究所では,1957

年以来科学技術庁の委託を受け,主要国産農作物である米 と小麦およびその作物を生産する土

壌の降下放射性核種,特に人類に対する影響が大 きく半減期が長い 90Srと B7csの
調査 。研究

を行ってきた。この調査・研究は北海道から九州までの国公立の農業試験研究機関に試料の採

取および送付 をお願い して,農業環境技術研究所 (1983年 以前は農業技術研究所)で放射能

を分析および解析する方式で行われた。採取・送付 された試料はその目的が済み次第処分する

ことになっている。 しかし,当研究所では環境放射能調査の観点から,未だ試料保存の目的は

完了 していないと考えてお り,全国 10地点以上(ほ 場数では 20ケ 所以上)か ら集められた試

料が,90Srと
B7csに ついての研究の進展に対応できるように放射能調査用 として 40年以上に

わたって保存 されてきた。保存の必要性を鮮明にする事象 として,公定分析法の改訂があげら

れる。 lM酢酸アンモニウムにより土壌から浸出される
90Sr,博7csは

作物の吸収 との関連が深い

とされ,置換態 と称 された。また,こ の浸出法は簡便性にも優れていた。当初は置換態の放射

能を測定することで,そ れぞれの核種の土壌蓄積量を評価するとして,こ れを暫定的な公定分

析法 とした。その後
90Srは 1983年 に電気炉による加熱分解後の酸抽出による全量分析が,"7cs

は 1990年 に Gc半導体検出器を用いるγ線スペクトロメ トリによる全量分析が,そ れぞれ公定

法に採用された。当研究所では,年次変動の正確な把握のために 1983年 より前に採取 した試

料の 90Srお
よび 199o年 より前に採取 した試料の

B7csの
全分析をさかのぼって行ったが,試料

を保存 していなければ,こ うした対応は不可能であった。この他,緊急時において今まで着目

されていなかった放射性核種が着目され,そ の過去の値を知 りたいときや,近年国際的に見直

しが進めら
｀
れている自然放射性核種の変動をさかのぼって調査するのに,こ の保存試料は利用

できると考えられる。

保存試料の内容

保存試料は図 1に 示すように北海道から九州までの全国から収集されている。各試験地の水
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田土壌およびそこで栽培された水稲 と,水稲の裏作栽培土壌や水田の近傍あるいは周辺地域の

畑土壌およびそこで栽培 された小麦が基本的にセットになっている。セット数は 15で あるが ,

石川県金沢 と秋田県大曲は水田圃場 しかないため,水田は 17ケ 所 となっている。また,年度

によって保管されているものと保管されていないものがある。表 1に ,年度ごとに保管されて

いる試料数を記 した。なお,本論で畑土壌 としているものは畑状態で栽培 した跡地土壌 という

意味であり,水稲の裏作に小麦を栽培 した跡地の土壌 も含んでいる。表 2に試料の送付を依頼

する際に各試験地担当者に配布 し,記載頂いている調査票の例 (小麦用)を 載せた。これによ

て栽培条件その他の把握を行っている。表 3お よび表 4は各年度における保存試料の内訳を記

したもので,表 3は水田,表 4は畑を対象 としている。

水田

畑

図 1 試料採取地

●

　

▲

水戸
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年次
水田
土壌

白米
大田
土壌

玄麦

1958

1959
1960

1961

1962
1963
1964
1965
1966
1967

1968

1969
1970
1971

1972
1973

1974
1975
1976
1977
1978
1979

1980
1981

1982

1983
1984
1985
1986
1987

1988

1989
1990
1991

1992

1993
1994
1995

1996

1997

1998

1999
2000
2001
2002
2003

11

14

6

15

11

14

14

14

14

14

15

15

15

15

14

12

12

12

12

12

14

14

14

14

15

15

13

14

15

14

14

15

15

15

15

15

15

15

15

15

14

14

15

15

14

4

7

14

14

14

14

9

11

14

13

9

13

15

14

14

15

15

14

4

5

9

12

11

10

12

12

12

11

11

11

8

8

9

9

5

9

9

9

10

9

8

8

8

10

10

9

8

9

10

9

10

10

7

9

9

9

9

8

9

8

8

1

10

10

4

5

8

5

5

7

6

10

10

9

7

10

9

10

10

6

10

8

3

8

8

7

8

8

合計 624 223 390 202

表 1 年次別保存試料数一覧

放射能測定のための主要穀類および農耕地土壌の保存試料

表 2 小麦の調査票 (上 ;土壌,下 ;作物)

放射性核種分析用
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試料の測定値

当試料の環境放射能を測定 したデータについては,「主要穀類および農耕地土壌の
90Srと 博7cs

分析データ集」に記 した。現在,表計算ソフ トの形で整理は終了 し,公開データベースとして

使用できるように整備 している段階である。

表 3 水田土壌の年度別保存土壌

保存試料 :水田作 t
2004.3.5 作成

保存試料 :水田作上

● :圃場変更

◇ :場内移動

◎ :地名変更 (高 田→上越 )

採 取 地  S33
1958

36

61

瑶

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

媚

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

40

65

41

66

42

67

43

68

45

70

46

71

47

72

48

73

49

74

50

75

51

76

56

81

道

田

田

潟

川

取

手

城

城

城

玉

京

梨

重

阪

山

岡

海北

秋

秋

新

石

鳥

岩

宮

茨

茨

埼

東

山

三

大

岡

福

札 幌

秋 田

大 曲

高日 ・ 上越

金沢・野々市

鳥 取

盛 岡

仙台。名取

水 戸
つくば

鴻 巣

立 川

甲府 ・ 双葉

,幸

堺・羽曳野

岡山 ・山陽

筑後・筑紫野

○

○

　

○
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
　
　
　
　
○

○

○
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○
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○

○

○
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○
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○
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○
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○
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○
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○

　

　

●

○

○

○

○
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○

　

○
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○
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○
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○
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○
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○

○

○
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○

　

○

○

○

　

○

○

○

〇

〇

●

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○
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○

○

○

○

○
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○
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○
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○
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○

　

○
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○

○
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○

　

○

○

●

○

○

○

○

○

○

　

○

○

〇

〇

●

○

　

○

○

○

軸

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○
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○

○
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○
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○
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○
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○
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○

　

○
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○

　

◇

○

○

○

○

○

　

○
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○
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○

試 料 数 11 14  15 14

採 取 地  S57
1982

61

86

62

87

Hl

89

3

91

10

98

ll

99

12

00

13

01

14

02

15

03

16

04

17

05

18

06

道

田

田

潟

川

取

手

城

城

城

玉

京

梨

重

阪

山

岡

海北

秋

秋

新

石

鳥

岩

宮

茨

茨

埼

東

山

三

大

岡

福

札 幌

秋田・雄和町

大 曲

上 越

野々市・金沢

鳥 取

盛 岡

名取 ・古川

水 戸
つくば

鴻 巣

立 川

双葉町

津

羽曳野

山陽町

筑紫野

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

〇

〇

　

帖

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

　

○

○

○

◇

○

○

○
○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

〇

〇

　

〇

〇

　

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

○

　

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

〇

●

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

　

○

○

試 料 数
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2004  3. 5  f乍 月え

採 取 地 36

61

38

63

40

65

41

66

42

67

43

68

44

69

45

70

46

71

47

72

48

73

49

74

51

76

56

81

57

82

道

田

潟

取

手

城

城

城

王

京

梨

重

阪

山

岡

毎北

秋

新

鳥

岩

宮

茨

茨

埼

東

山

三

人

岡

福

札 幌

秋 田

高田・長岡

鳥 取

盛 岡

岩 沼

水 戸
つ くば

鴻・lι
・熊谷

立 川

甲rt ・ 双葉

1幸

羽曳野

岡山・山陽町

甘 木

○

　

○

○

○

○

○

　

○

○

　

　

　

　

　

　

　

　

○

○

○

○

　

○

○

　

　

○

○

　

○

　

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

〇

〇

●

　

○

○

　

○

○

○

　

○

　

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

●

○

○

○

○

　

○

○

○

　

●

○

○

　

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

帖

○

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

●

帖

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

　

○

　

　

○

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

　

○

　

　

○

○

○
　
　
　
　
○

　

○
　
　
　
　
　
○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

●

○

○

　

○

○

○

　

○

　

○

○

○

　

○

○

○

　

○

○

○

○

○

○

○

○

○

　

○

○

試 料 数 5 9 11 11 8 9 5 9 9 9

放射能測定のための主要穀類および農耕地土壌の保存試柱

表4 畑作土壌の年度別保存土壌

保存試料 :畑作土

保存試料 :畑作土

● :圃場変更

期 :麦畑作上,野菜畑作土

放射性同位体分析研究室

おわりに

最近に採取 された放射能測定用試料,特 に土壌からは確実に,そ れなりの濃度の 90Srと B7cs

が検出されている。核実験による放射能汚染の影響の大きさを感 じざるを得ない し,恐ろしい

というふうに感 じる人もあろう。核実験による放射能汚染に恐怖感を感 じることはむしろ正常

であるかもしれない。 しかし一方で客観的,冷静に核実験による放射能汚染をとらえることも
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試 料 数 8 8 9 9 7 9 9 9 8
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必要であろう。ここに集められた放射能測定用試料は,過去に原水爆実験が盛んに行われ,そ
れが禁止された歴史を語ってくれている。また,そ の影響がどこまで続いているかも (物理的

半減期による減衰はあるにしても)あ るがままに示している。このような試料を保管し,ま た,

収集し続けることの意義は「安全・安心な食糧の生産」や「健全な資源の次世代への継承」が

重視されている今日,極めて大きい。

試料の採取・送付に長年にわたって日々多忙な中,貴重な労力をさいて下さつている各試験

研究機関の皆様にこの場を借 りて感謝申し上げます。

なお,放射能のデータおよび解析結果は農環研の研究成果情報「第 15～ 18集」に示してあ

るので参照願いたい (http:〃wwwoniaesoaffrcogojp/sinfo/resulプresultohtml)。

問合せ先

環境化学分析センター 放射性同位体分析研究室 本方展治

電話 :029-838-8433,E―mail:kihOu@niaesoaffrc.gOjp
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